
〔
一審
判
決
〕

平
成
一
四
年
三
月
三
一日

那
覇
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕

平
成
一
五
年
五
月
二
二
日

福
岡
高
等
裁
判
所

道
路
管
理
者
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て
請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
が
、
営

造
物
は
、
公
の
目
的
に
供
さ
れ
る
た
め
に
設
置
･
管
理
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営
造
物
の
本
来
の
用
法
に

従
っ
た
使
用
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
構
造
、
場
所
的
環
境

及
び
利
用
状
況
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
通
常

予
想
さ
れ
る
危
険
に
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
有
し
て
い
た

か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

-三 ′, ‘
　

　
　 　 　

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
沖
縄
県
道
沿
い
の
国
有
林
野
内

に
存
在
す
る
池
に
転
落
し
て
溺
死
し
た
幼
児
の
両
親
が
国

有
林
野
の
所
有
者
兼
管
理
者
で
あ
る
国
及
び
県
道
の
管
理

者
で
あ
る
沖
縄
県
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事

案
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

趾

事
案
の
概
要

本
事
案
は
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
竹
富
町
西
表
島
の
沖
縄

県
道
沿
い
の
国
有
林
野
内
に
存
在
す
る
池

(C
に
よ
る
土

砂
採
取
跡
に
雨
水
が
溜
ま
っ
て
で
き
た
池
様
の
窪
地
。)

に
転
落
し
て
溺
死
し
た
幼
児
の
両
親
が
、
①
上
記
林
野
の

所
有
者
兼
管
理
者
で
あ
る
国
に
対
し
て
、
①
上
記
林
野
が

公
の
営
造
物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
上
記
林
野
の
設
置

又
は
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
国
家
賠
償
法
二

条
一
項
に
基
づ
き
、
②
上
記
池
が
土
地
の
工
作
物
に
該
当

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
上
記
池
の
設
置
又
は
保
存
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
民
法
七
一
七
条
一
項
に
基
づ

き
、
又
は
、
③
国
の
職
員
で
あ
る
森
林
官
が
C
に
対
し

て
土
砂
採
取
を
許
可
し
た
こ
と
若
し
く
は
森
林
官
等
が

上
記
池
の
存
在
を
看
過
し
て
こ
れ
を
放
置
し
た
こ
と
が

故
意

･
過
失
に
よ
る
違
法
な
職
務
行
為

(不
作
為
)
で

あ
る
と
主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条

一
項
に
基
づ
き
、

損
害
賠
償
を
請
求
し
、
②
上
記
県
道
の
管
理
者
で
あ
る

沖
縄
県
に
対
し
て
、
国
県
道
拡
幅
工
事
の
際
の
県
道
周

辺
の
雑
木
の
伐
採
に
よ
り
容
易
に
上
記
池
に
接
近
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
の
に
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど
危
険
を

防
止
す
る
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
公
の
営
造
物

で
あ
る
道
路
の
設
置
又
は
保
存
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
主

張
し
て
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
②
沖
縄
県

が
県
道
拡
幅
工
事
の
際
に
周
辺
の
雑
木
を
伐
採
し
た
結

果
上
記
池
に
容
易
に
接
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、

道
路
拡
幅
工
事
の
際
の
道
路
周
辺
の
雑
木
の

伐
採
に
よ
っ
て
道
路
の
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

!
沖
縄
県
道
沿
国
有
林
野
内
池
幼
児
転
落
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦
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防
護
柵
を
設
置
す
る
な
ど
の
作
為
義
務
を
負
っ
た
に
も
か

う
。)
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
池
に
近
接
す
る

(原
告
ら
の
主
張
)

か
わ
ら
ず
、
過
失
に
よ
り
同
義
務
に
違
反
し
て
何
ら
措
置

を
講
じ
る
こ
と
な
く
放
置
し
た
と
主
張
し
て
、
民
法
七
〇

九
条
、
民
法
七
一
九
条
一
項
)
に
基
づ
き
、
又
は
、
③
上

記
県
道
拡
幅
工
事
を
担
当
し
た
沖
縄
県
の
職
員
が
上
記
②

の
と
お
り
の
過
失
に
よ
り
上
記
作
為
義
務
に
違
反
し
た
と

主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項

(公
権
力
の
行
使
に

該
当
す
る
場
合
)
又
は
民
法
七
一
五
条

(公
権
力
の
行
使

に
該
当
し
な
い
場
合
)
に
基
づ
き

(③
は
控
訴
審
に
お
け

る
新
た
な
主
張
)、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

1

原
告
ら
の
主
な
請
求

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
A
に
つ
き
金
七
、
八
八
四
万

円
、
B
に
つ
き
金
七
、
七
七
七
万
円
を
支
払
え
。

2

争
い
の
な
い
事
実
等

(前
提
事
実
)

御

当
事
者

ア

原
告
は
、
亡
A

(死
亡

当
時
五
歳
)
の
両
親
と

亡
B

(死
亡

当
時
5
歳
)
の
両
親
で
あ
る
。

イ

被
告
国
は
、
下
記
③
の
事
故
当
時
、
事
故
現
場
で

あ
る
池
様
の
窪
地
(沖
縄
県
八
重
山
郡
竹
富
町
所
在
。

以
下

｢本
件
池
｣
と
い
う
。
)
が
存
在
す
る
林
野

(以
下

｢本
件
林
野
｣
と
い
う
。)
を
所
有
、
管
理
し

て
い
た

(以
下
、
下
記
◎
の
事
故
を

｢本
件
事
故
｣

と
い
う
)
。

エ

被
控
訴
人
沖
縄
県

(以
下
｢被
控
訴
人
県
｣
と
い

旧
沖
縄
県
道
白
浜
南
風
見
線
(旧
県
道
二
一
五
号
線
、

以
下

｢本
件
県
道
｣
と
い
う
。)
を
管
理
し
て
い
た
。

②

本
件
池
の
出
現

C
は
、
平
成
七
年
四
月
こ
ろ
、
本
件
事
故
の
現
場
で
あ

る
湿
地
帯
か
ら
土
砂
を
採
取
し
た
が
、
採
取
跡
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
た
た
め
、
そ
こ
に
雨
水
が
溜
ま
っ
て
本
件
池
が

出
現
し
た
。

③

本
件
事
故
の
発
生

A
と
B
は
、
平
成
九
年
五
月
二
九
日
、
本
件
池
に
転
落

し
て
溺
死
し
た
。

3

争
点

ゆ

林
野
の
所
有
者
業
管
理
者
で
あ
る
被
告
国
の
責
任

(略
)

②

県
道
の
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
の
責
任

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
責
任
の
有
無

イ

民
法
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基
づ
く
責
任
の
有

無
ウ

国
家
賠
償
法
一
条
一
項
又
は
民
法
七
一
五
条
に
基
づ

く
責
任
の
有
無
l
控
訴
審
に
お
け
る
新
た
な
主
張
ー

二

主
な
争
点
の
う
ち
道
路
讐
理
者
に
関
す
る

部
分

の
被
告
県
の
責
任

(争
点
②
)
に
つ
い
て

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
責
任

(争
点
②

ア
)
に
つ
い
て

本
件
県
道
は
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
所
定
の

｢公
の
営
造
物
｣
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
道
路

脇
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
路
肩
の
外
に
土
の
路
肩
が

数
十
館
あ
り
、
そ
の
外
側
は
土
砂
が
深
く
え
ぐ
ら
れ

深
い
溝
と
な
っ
て
い
て
、
本
件
県
道
を
利
用
す
る
幼

児
、
老
人
、
夜
間
通
行
者
等
が
本
件
池
に
転
落
す
る

危
険
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
県
は
、
本

件
県
道
の
脇
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
数
個
置
い
て
い
た

に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
本
件
池
は
隣
接
す
る
団
地
か
ら
約
三
〇
な

い
し
四
0

m
の
距
離
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
拡

幅
工
事
に
伴
っ
て
、
本
件
県
道
と
本
件
池
と
の
間
に

繁
茂
し
て
い
た
ゆ
う
な
等
の
雑
木
を
伐
採
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
件
池
に
容
易
に
接
近
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
で
あ
る
。
本
件
県
道
の
利
用
者
が
本
件
県
道

を
走
行
中
に
直
接
本
件
池
に
転
落
す
る
危
険
性
が
な

く
て
も
、
本
件
県
道
か
ら
容
易
に
本
件
池
に
接
近
し

う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
県
道
の
利
用
者
が
本
件

池
に
接
近
し
て
転
落
す
る
事
故
が
発
生
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
通
常
予
測
し
う
る
事
態
で
あ
っ
て
、
本
件

池
へ
の
接
近
･
転
落
事
故
に
対
し
て
も
そ
れ
を
防
止

す
べ
き
安
全
性
を
具
備
し
て
い
な
い
以
上
本
件
県
道

の
設
置
又
は
保
存
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
公
の
営
造
物
が
設
置
さ
れ
て
公
共
の
用
に
供
さ

れ
た
場
合
は
、
予
定
さ
れ
た
一
般
的
な
使
用
目
的
以
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外
の
使
用
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
予
測
し
う
る
も
の

で
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
用
法
か
ら
生
じ
る
危
険

性
に
対
し
て
も
当
該
営
造
物
は
安
全
性
を
具
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
被
告
県
は
、
本
件
事
故
当
時
、
そ
の
よ

う
な
転
落
や
接
近
等
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
本
件
県
道
に
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど

し
て
未
然
に
事
故
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
負
っ

て
い
た
。

(被
告
県
の
主
張
)

本
件
県
道
が
公
の
営
造
物
で
あ
る
こ
と
は
争
わ
な

｢営
造
物
の
瑕
疵
｣
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
べ

き
と
こ
ろ
、
道
路
の
本
来
の
用
法
は
、
車
両
及
び
歩

行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
安
全
性
も
か
か
る
利
用
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

本
件
事
故
当
時
、
本
件
県
道
は
、
本
件
池
付

近
で
は
見
通
し
の
よ
い
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て

い
て
、
幅
数
十
皿
の
路
肩
が
あ
り
、
路
肩
の
外
側
か

ら
本
件
池
ま
で
は
比
較
的
緩
や
か
な
下
り
斜
面
に
な

っ
て
い
て
、
一
部
平
坦
な
部
分
も
あ
り
、
本
件
県
道

(路
肩
)
の
南
端
か
ら
本
件
池
ま
で
の
距
離
は
最
短

で
約
三
一
m
あ
っ
た
か
ら
、
車
両
や
歩
行
者
が
本
件

県
道
を
通
行
中
に
誤
っ
て
本
件
池
に
転
落
す
る
危
険

性
は
な
か
っ
た
。
雑
木
類
の
伐
採
の
結
果
本
件
道
路

か
ら
本
件
池
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
、
本
件
池
に

き
、
本
件
池
へ
の
接
近
も
容
易
に
な
り
、
本
件
池
に

接
近
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

接
近
し
転
落
す
る
危
険
が
発
生
し
た
。

に
よ
っ
て
本
件
県
道
自
体
の
危
険
性
が
増
大
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
国
道
や
県
道
等
に
必
要
と
さ
れ
る
防

護
柵
は
、
当
該
道
路
を
通
常
の
用
法
に
従
い
通
行
す

る
車
両
や
歩
行
者
が
道
路
か
ら
転
落
す
る
危
険
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
本
件
県
道
か

ら
最
短
距
離
で
約
一
二
m
離
れ
て
い
る
本
件
池
に
幼

児
が
接
近
す
る
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
ま
で
は
、
本

件
県
道
の
本
来
の
用
法
か
ら
は
予
定
さ
れ
て
い
な

い
。ま

た
、
被
告
県
は
、
本
件
池
側
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
し
て
車
両
の
安
全
を
図
り
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
本
件
池
側
と
反
対
側
に
歩
道
を
設
置

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
県
道
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
の
転
落
防
止
設
備
の
設
置
を
要
す
る
状
況

に
は
な
く
、
そ
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
。

イ

民
法
七
〇
九
条
及
び
同
法
七
一
九
条
一
項
に
基
づ

く
責
任
の
有
無
に
つ
い
て

(争
点
②
イ
)
に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

被
告
県
は
、
本
件
拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
、
本
件
池

と
本
件
県
道
と
の
間
に
繁
茂
し
て
い
た
雑
木
や
雑
草

等
を
す
べ
て
伐
採
し
た
。
そ
の
た
め
、
従
前
は
、
本

件
県
道
か
ら
本
件
池
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本

件
池
へ
の
接
近
も
困
難
で
あ
っ
た
の
に
、
上
記
伐
採

後
は
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
が
見
通
す
こ
と
が
で

接
近
し
転
落
す
る
危
険
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
被
告
県
は
、
自
ら
危
険
を
発
生
さ

せ
、
そ
の
危
険
を
認
識
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
防

護
柵
や
危
険
標
識
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
未
然
に
本

件
池
へ
の
転
落
事
故
を
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
を
負

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
県
道
の
脇
に
数

個
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
置
い
た
だ
け
で
、
他
に
危
険

を
除
去
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
県
は
、
本
件
池
を
出
現
さ
せ

た
C
と
と
も
に
民
法
七
一
九
条
一
項
に
基
づ
く
不
法

行
為
責
任
も
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(被
告
県
の
主
張
)

否
認
な
い
し
争
う
。

被
告
県
は
、
本
件
拡
幅
工
事
に
必
要
な
範
囲
で
雑

木
と
雑
草
を
伐
採
し
た
も
の
で
、
本
件
池
と
本
件
県

道
の
間
の
雑
木
や
雑
草
を
す
べ
て
伐
採
し
た
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
本
件
池
は
、
被
告
県
が
上
記
伐
採

を
す
る
以
前
か
ら
、
本
件
県
道
か
ら
目
視
可
能
で
あ

っ
た
。
上
記
伐
採
に
よ
っ
て
本
件
県
道
を
通
行
中
の

車
両
や
歩
行
者
が
本
件
県
道
か
ら
転
落
す
る
危
険
性

が
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
被
控
訴
人
県
が
防

護
柵
や
危
険
標
識
を
設
置
す
る
な
ど
し
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
不
法
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
。

ウ

国
家
賠
償
法
一
条
一
項
又
は
民
法
七
一
五
条
に
基

づ
く
責
任
の
有
無

(争
点
②
ウ
)
に
つ
い
て
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(控
訴
入
ら
の
主
張
)

被
控
訴
人
県
が
本
件
拡
幅
工
事
に
伴
い
雑
木
類
を

伐
採
し
た
結
果
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
が
祝
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
本
件
池
へ
容
易
に
接
近
可
能
と

な
っ
て
、
本
件
池
に
つ
い
て
具
体
的
危
険
性
が
生
じ

た
。
被
控
訴
人
県
の
担
当
職
員
は
、
自
ら
上
記
の
よ

う
な
具
体
的
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

防
護
柵
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
危
険
な
状
況
を
除
去

す
べ
き
義
務
を
負
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
義

務
を
慨
怠
し
、
本
件
池
の
危
険
な
状
況
を
漫
然
と
放

置
し
て
本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
被
控
訴
人
県
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基

づ
き
、
又
は
、
上
記
雑
木
類
の
伐
採
が
公
権
力
の
行

使
に
当
た
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
民
法
七
一
五
条
に
基

づ
き
、
本
件
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
べ

き
責
任
を
負
う
。

(被
控
訴
人
県
の
主
張
)

い
ず
れ
も
争
う
。
本
件
拡
幅
工
事
は

｢公
権
力
の

行
使
｣
に
当
た
ら
な
い
し
、
本
件
拡
幅
工
事
を
担
当

し
た
被
控
訴
八
県
の
職
員
の
行
為
に
何
ら
違
法
は
な

く
、
故
意
過
失
も
な
い
。

三

主
な
争
点
の
う
ち
道
路
管
理
者
に
関
す
る

部
分
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

※

道
路
管
理
者
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
地

裁
の
判
断
を
福
岡
高
裁
支
持

(以
下
に
掲
げ
る
判
断
理

由
は
、
福
岡
高
裁
に
よ
る
訂
正
後
の
も
の
。)

主

文
那
覇
地
方
裁
判
所
…

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

福
岡
高
等
裁
判
所
…

原
判
決
中
被
控
訴
人
沖
縄
県
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
の
本
件
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

1

本
件
事
故
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
次
の
事
実
が
認

め
ら
れ
る
。

=

C
に
よ
る
砂
利
採
取

本
件
事
故
当
時
の
本
件
池
付
近
の
概
略
は
、
別
図
の
と

お
り
で
あ
る
。

C
は
、
平
成
七
年
四
月
こ
ろ
、
隣
接
す
る
団
地
と
東
側

の
隣
家
の
間
付
近
の
本
件
県
道
か
ら
周
囲
に
植
生
し
て
い

た
低
木
や
雑
草
を
伐
開
し
て
本
件
池
付
近
の
湿
地
帯
に
ユ

ン
ボ
を
乗
り
入
れ
、
土
砂
を
採
取
し
た
が
、
そ
の
跡
を
そ

の
ま
ま
放
置
し
た
た
め
、
採
取
跡
に
雨
水
が
溜
ま
っ
て
本

件
池
が
出
現
し
た
。

そ
し
て
、
上
記
C
に
よ
る
土
砂
採
取
当
時
、
本
件
県
道

の
周
辺
に
は
高
さ
約
二
な
い
し
三
m
の
雑
木
が
間
断
な
く

生
い
茂
っ
て
い
た
が
、
上
記
土
砂
採
取
後
は
、
C
が
乗
り

入
れ
た
本
件
県
道
か
ら
砂
利
採
取
跡
ま
で
の
間
に
、
幅
約

三
m
の
進
入
路
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
本
件
県
道
か
ら
そ
の

進
入
路
を
通
じ
て
本
件
池
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
C
は
、
土
砂
採
取
跡
を
埋
め
戻
す
等
は
し
な
か

っ
た
が
、
上
記
進
入
路
の
入
口
付
近
に
高
さ
一
m
程
の
砂

の
盛
土
を
施
し
た
。
そ
し
て
、
周
囲
の
雑
木
が
生
い
茂
る

の
に
従
い
、
数
か
月
経
過
後
に
は
上
記
進
入
路
は
、
相
当

程
度
ふ
さ
が
っ
た
状
態
と
な
り
、
本
件
拡
幅
工
事
が
な
さ

れ
た
こ
ろ
に
は
、
本
件
県
道
か
ら
は
、
本
件
池
を
意
識
し

て
見
れ
ば
見
え
る
程
度
と
な
っ
て
い
た
。

②

被
告
国
に
よ
る
本
件
林
野
の
管
理
状
況

本
件
林
野
は
、
本
件
事
故
当
時
、
不
要
存
置
林
野
で
あ

り
熊
本
営
林
局
沖
縄
営
林
署
(管
轄
は
祖
納
森
林
事
務
所
)

が
国
有
林
野
の
管
理
経
営

(国
有
林
野
の
適
正
な
財
産
管

理
)
と
い
う
観
点
か
ら
、
管
理
を
行
っ
て
い
た
。
祖
納
森

林
事
務
所
の
担
当
区
域
面
積
は
一
万
三
、
五
五
一
如
で
あ

っ
た
。

③

本
件
拡
幅
工
事
の
実
施

ア

被
告
県
は
、
平
成
八
年
九
月
二
人
日
か
ら
平
成
九

年
三
月
二
六
日
に
か
け
て
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の

本
件
県
道
の
約
六
m
で
あ
っ
た
幅
員
を
南
側
に
約
五

m
拡
幅
す
る
本
件
拡
幅
工
事
を
実
施
し
、
そ
れ
に
伴

っ
て
、
本
件
池
と
本
件
県
道
と
の
間
の
雑
木
を
伐
採

し
、
そ
の
結
果
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
が
見
通
す
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

発
生
を
知
り
、
勤
務
先
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
所
属
の
ダ
イ
ビ
ン

イ

被
告
県
は
、
車
両
の
安
全
を
図
る
べ
く
、
本
件
県

グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
電
話
を
か
け
て
救
助
を
要
請
し

道
の
本
件
池
側
に
数
個
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し

た
上
で
本
件
事
故
現
場
に
駆
け
つ
け
た
。
ま
も
な
く
、
救

た
が
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
本
件
県
道

助
の
要
請
を
受
け
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

沿
い
に
転
落
防
止
設
備
を
設
置
し
た
り
、
危
険
標
識

本
件
池
に
潜
水
し
て
A
及
び
B
を
救
出
し
た
が
、
両
名
と

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
拡

も
既
に
意
識
が
な
く
、
搬
送
後
の
病
院
で
死
亡
が
確
認
さ

古
田

菱
は

牛
県
首
か
ら

.牛
、
ミ
目
児
で
き
る

れ
た
。

道
の
本
件
池
側
に
数
個
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し

た
が
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
本
件
県
道

沿
い
に
転
落
防
止
設
備
を
設
置
し
た
り
、
危
険
標
識

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
拡

幅
工
事
後
は
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
が
目
視
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
控
訴
人
ら
及
び
隣
接
す
る
団
地
付
近

の
住
民
ら
も
本
件
池
の
存
在
に
気
付
い
て
い
た
が
、

本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
控
訴
人
ら
及
び
付

近
住
民
ら
か
ら
被
控
訴
人
ら
に
対
し
、
本
件
池
が
危

険
で
あ
る
と
の
指
摘
や
、
そ
の
埋
戻
し
又
は
防
護
柵

の
設
置
等
の
要
請
が
出
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

燭

本
件
事
故
の
発
生

平
成
九
年
五
月
二
九
日
午
後
、
A
の
母
は
、
A
及
び
同

宅
に
遊
び
に
来
て
い
た
B
を
連
れ
て
B
の
自
宅
を
訪
れ
、

在
宅
し
て
い
た
B
の
母
に
B
を
引
き
渡
す
と
と
も
に
A
を

預
け
て
い
っ
た
ん
辞
去
し
た
o
A
及
び
B
は
、
し
ば
ら
く

B
宅
の
庭
で
遊
ん
で
い
た
が
、
食
事
の
支
度
を
し
て
い
た

B
の
母
が
気
付
か
な
い
間
に
、
本
件
県
道
を
横
断
し
て
本

件
池
に
接
近
し
、
同
日
午
後
三
時
過
ぎ
こ
ろ
、
本
件
池
付

近
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
誤
っ
て
本
件
池
に
転
落
し
た
。

た
ま
た
ま
本
件
県
道
を
通
り
か
か
っ
た
B
の
兄

(当
時
七

歳
)
が
そ
の
様
子
を
目
撃
し
、
急
ぎ
帰
宅
し
て
B
の
母
に

そ
の
旨
知
ら
せ
た
た
め
、
B
の
母
は
初
め
て
本
件
事
故
の

2

本
件
事
故
当
時
の
現
場
付
近
の
状
況
に
つ
い
て

証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時

の
現
場
付
近
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
。

①
本
件
池
の
周
辺
は
、
主
に
ゆ
う
な
等
の
低
木
類
や

雑
草
類
が
繁
っ
た
湿
地
帯
で
、
所
々
に
砂
地
が
点
在

し
、
降
雨
量
が
多
い
場
合
に
は
、
広
範
囲
に
水
溜
ま

り
が
生
じ
、
降
雨
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
本
件
池
の
形

状
も
変
化
す
る
が
、
乾
期
で
あ
っ
て
も
本
件
池
に
は

常
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
。
な
お
、
本
件
池
付
近
の

湿
地
帯
に
は
、
本
件
池
が
出
現
す
る
以
前
か
ら
自
然

に
存
在
す
る
池
様
の
窪
地
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
の

う
ち
の
一
ヵ
所

(本
件
池
の
東
側
に
存
在
す
る
池
。)

で
は
、
数
十
年
前
に
小
学
生
が
溺
死
す
る
事
故
が
生

じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

②
本
件
池
は
、
ほ
ぼ
三
角
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
大

き
さ
は
、
本
件
事
故
翌
日
当
時
、
東
西
方
向
の
辺
が

約
一
七
m
、
南
北
方
向
の
長
辺
が
約
二
五
m
で
あ

っ

た
。
本
件
池
は
、
本
件
事
故
当
時
、
水
深
約
三
m
で

あ
っ
た
が
、
水
が
濁
っ
て
い
て
水
底
が
視
認
で
き
な

い
状
態
で
あ
り
、
ま
た
、
水
底
は
す
り
鉢
状
に
な
っ

て
い
て
、
特
に
、
A
及
び
B
が
発
見
さ
れ
た
付
近
で

あ
る
本
件
道
路
側
の
池
の
緑
部
分
の
水
底
は
急
傾
斜

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
大
人

(A
及
び
B
を
救
出
し

た
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)
で
あ
っ
て
も

自
力
で
は
い
上
が
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

本
件
県
道
に
は
数
十
伽
の
路
肩
が
あ
り
、
そ
の
外

側
か
ら
本
件
池
ま
で
は
比
較
的
緩
や
か
な
下
り
斜
面

に
な
っ
て
お
り
(高
低
差
は
約
二
な
い
し
二
･
五
m
)

一
部
平
坦
な
部
分
も
あ
り
、
所
々
に
溝
や
窪
地
が
存

在
し
て
い
た
。

③
本
件
池
は
、
本
件
県
道
沿
い
に
存
在
し
、
隣
接
す

る
団
地
か
ら
本
件
県
道
を
挟
ん
で
約
四
O
m
の
距
離

に
あ
り
、
本
件
県
道
の
南
側
か
ら
の
最
短
約
一
二
m

で
あ
っ
た
。
団
地
は
平
家
建
の
住
宅
三
棟
か
ら
成
る

町
営
住
宅
で
、
当
時
六
世
帯
、
幼
い
子
供
三
、
四
人

を
含
む
約
一
七
人
が
居
住
し
て
お
り
、
ま
た
、
団
地

の
東
側
に
は
二
、三
歳
の
幼
児
の
い
る
住
宅
が
あ
り
、

本
件
池
は
当
該
住
宅
の
敷
地
か
ら
は
本
件
県
道
を
挟

ん
で
二
〇
な
い
し
三
0
m
の
位
置
に
あ
っ
た
。
な
お
、

平
成
一
四
年
一
一
月
二
二
日
に
実
施
し
た
検
証
の
結

果
に
よ
る
と
、
検
証
当
時
に
お
け
る
本
件
池
及
び
付

近
の
形
状
は
、
南
北
方
向
の
辺
長
が
約
一
八
m
と
短

く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
件
県
道
の
南
側
か
ら
本
件
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池
ま
で
の
最
短
距
離
も
約
一
0
･
八
五
m
と
短
く
な

る
湿
地
帯
で
あ
っ
て
、
所
々
に
窪
地
が
点
在
し
て
い

用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歩
行
者
や
車
両
が
本

っ
て
い
る
な
ど
、
上
記
認
定
の
形
状
と
は
多
少
異
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
件
事
故
の
翌
日
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
と
同
検
証
の
結
果
と
を
対
比
し
て
み
る

と
、
本
件
事
故
当
時
は
、
上
記
に
認
定
し
た
と
お
り

の
形
状
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
降
雨
等
に
よ
り
法
面
が

浸
食
さ
れ
る
な
ど
し
た
結
果
、
検
証
当
時
の
形
状
に

変
化
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

本
件
事
故
当
時
、
本
件
拡
幅
工
事
が
な
さ
れ
た
拡

幅
区
間
に
お
け
る
本
件
県
道
の
南
側

(本
件
池
側
)

に
は
、
概
ね
低
木
類
が
生
え
て
お
り
、
本
件
県
道
か

ら
そ
の
先
を
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
本
件

池
付
近
の
数
m
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
植
生
は
な

く
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
を
容
易
に
見
通
す
こ
と

が
で
き
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
に
至
る
ま
で
の
傾

斜
も
比
較
的
緩
や
か
で
、
そ
の
間
に
障
害
物
等
は
な

く
、
幼
児
で
も
本
件
県
道
か
ら
湿
地
帯
に
立
ち
入
っ

て
本
件
池
に
接
近
す
る
こ
と
が
た
や
す
い
状
況
に
あ

っ
た
。
本
件
県
道
は
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
経
て
本

件
池
付
近
に
至
る
が
、
本
件
池
付
近
の
約
一
〇
〇
な

い
し
一
五
0
m
の
間
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
っ
た
。

④
本
件
事
故
当
時
、
本
件
県
道
の
本
件
池
側
に
カ
ラ

ー
コ
ー
ン
が
数
個
置
い
て
あ
っ
た
ほ
か
に
、
本
件
池

の
周
囲
に
柵
等
の
転
落
防
止
装
置
あ
る
い
は
危
険
標

識
は
な
か
っ
た
。

◎
本
件
池
付
近
は
、
自
然
に
植
生
す
る
雑
木
林
の
あ

る
こ
と
に
加
え
、
一
般
に
、
自
然
に
植
生
す
る
林
野

内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
ハ
ブ
の
咬
傷
や
ア
シ
ナ
ガ
バ

チ
の
刺
傷
を
負
う
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
付
近
住
民

が
本
件
池
付
近
に
日
常
的
に
立
ち
入
っ
た
り
利
用
し

た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
幼
い
子
供
を
持
つ

親
た
ち
は
、
上
記
の
よ
う
な
危
険
性
に
鑑
み
、
日
ご

ろ
か
ら
子
供
ら
が
雑
木
林
等
に
立
ち
入
る
こ
と
の
な

い
よ
う
気
を
配
っ
て
い
た
。

3

被
控
訴
人
県
の
責
任

(争
点
②
)
に
つ
い
て

印

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
責
任

(争
点
②
ア
)

に
つ
い
て

本
件
県
道
が
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う

｢公
の

営
造
物
｣
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
に
つ
き
検
討
す
る
。

営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
が
、
営

造
物
は
、
公
の
目
的
に
供
さ
れ
る
た
め
に
設
置
･
管
理
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
営
造
物
の
設
置
又
は
保
存
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営
造
物
の
本
来
の
用
法
に

従
っ
た
使
用
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
構
造
、
場
所
的
環
境

及
び
利
用
状
況
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
通
常

予
想
さ
れ
る
危
険
に
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
有
し
て
い
た

か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で

検
討
す
る
に
、
本
件
県
道
は
、
歩
行
者
や
車
両
の
通
行
の

件
県
道
を
そ
の
本
来
の
用
法
に
従
っ
て
通
行
す
る
場
合
に

本
件
県
道
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
か
否

か
を
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
県
道
は
、
緩
や
か
な
カ

ー
ブ
を
経
て
本
件
池
付
近
に
至
る
が
、
本
件
池
付
近
の
約

一
〇
〇
な
い
し
一
五
0
m
の
間
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
っ
た
こ

と
、
本
件
県
道
に
は
幅
数
十
皿
の
路
肩
が
あ
り
、
路
肩
の

南
端
か
ら
本
件
池
ま
で
の
距
離
は
最
短
で
約
三
一
m
で
あ

っ
た
こ
と
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
ま
で
の
間
は
比
較
的

緩
や
か
な
下
り
斜
面
に
な
っ
て
い
て
、
一
部
平
坦
な
部
分

も
あ
る
こ
と
、
本
件
池
付
近
で
は
、
本
件
県
道
の
南
端
に

沿
っ
て
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
が
数
個
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
の

各
事
実
は
、
上
記
に
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

諸
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
歩
行
者
や
車
両
が
本
件
県
道
を
そ

の
本
来
の
用
法
に
従
っ
て
通
行
中
に
誤
っ
て
本
件
池
に
転

落
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い

し
、
あ
え
て
本
件
県
道
か
ら
外
れ
て
本
件
林
野
内
に
立
ち

入
り
本
件
池
に
接
近
す
る
者
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
を
も
っ
て
本
件
県
道
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠

け
る
と
か
、
本
件
県
道
の
設
置
又
は
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
点
、
原
告
は
、
被
告
県
が
雑
木
類
を
伐
採
し
た
た

め
に
、本
件
県
道
か
ら
本
件
池
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
、

接
近
の
可
能
性
が
増
大
し
た
こ
と
が
瑕
疵
に
該
る
と
主
張

す
る
が
、
雑
木
類
の
伐
採
に
よ
り
、
本
件
県
道
そ
の
も
の

の
危
険
性
が
増
大
し
た
と
い
え
な
い
以
上
、
原
告
の
主
張



は
採
用
で
き
な
い
。

②

民
法
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基
づ
く
責
任

(争
点

②
イ
)
に
つ
い
て

ア

控
訴
人
ら
は
、
被
控
訴
人
県
が
本
件
池
付
近
の
雑

木
類
を
伐
採
し
た
こ
と
に
よ
り
本
件
池
に
容
易
に
接

近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
被
控
訴
人
県
は
防

護
柵
や
危
険
標
識
等
を
設
置
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た

と
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
控
訴
八
県
が
本

件
拡
幅
工
事
に
伴
い
必
要
な
範
囲
で
雑
木
類
を
伐
採

し
た
結
果
、
本
件
県
道
か
ら
本
件
池
に
接
近
し
よ
う

と
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

に
つ
い
て

ア

上
記
②
ア
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
拡
幅
工
事
を

担
当
し
た
被
控
訴
人
県
の
職
員
ら
に
お
い
て
、
本
件

池
に
転
落
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
防
護
柵
等

を
設
置
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

イ

し
た
が
っ
て
、
争
点
②
ウ
に
関
す
る
控
訴
入
ら
の

主
張
は
理
由
が
な
い
。

4

結
論

控
訴
入
ら
の
被
控
訴
人
県
に
対
す
る
請
求
は
、
理
由
が

な
い
か
ら
こ
れ
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
べ
き
と
こ
ろ
、
原
判

決
中
被
控
訴
人
県
に
関
す
る
部
分
は
相
当
で
あ
っ
て
、
こ

の
部
分
に
関
す
る
本
件
控
訴
は
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を

い
ず
れ
も
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す

る
o

こ
と
に
よ
っ
て
本
件
県
道
を
通
行
中
に
誤
っ
て
本
件

池
に
転
落
す
る
危
険
が
生
じ
る
な
ど
本
件
県
道
自
体

の
危
険
性
が
生
じ
又
は
増
大
し
た
わ
け
で
は
な
い

し
、
ま
た
、
被
控
訴
人
県
に
お
い
て
、
あ
え
て
本
件

県
道
か
ら
外
れ
て
本
件
林
野
内
に
立
ち
入
り
一
0
m

以
上
離
れ
た
本
件
池
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
得
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
防
護
柵
等
を
設
置

す
べ
き
義
務
を
負
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

ず
、
他
に
、
被
控
訴
人
県
が
上
記
の
よ
う
な
作
為
義

務
を
負
っ
て
い
た
と
評
価
す
べ
き
事
実
は
認
め
ら
れ

な
い
。

イ

し
た
が
っ
て
、
争
点
②
イ
に
関
す
る
控
訴
入
ら
の

主
張
は
理
由
が
な
い
。

③

国
家
賠
償
法
一
条
一
項
又
は
民
法
七
一
五
条
に
基
づ

く
責
任

(争
点
②
ウ
ー
控
訴
審
に
お
け
る
新
た
な
主
張
)
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